





















［2012a］，辰巳［2012b］，などを参照。さらには Tatsumi and Goto［2010］，辰巳・後藤［2010］
と Goto and Tatsumi［2012］はリアル・オプション理論を用いた情報セキュリティ投資行動の
理論的分析である。







































































































































































































































































































































































































欠損値発生メカニズムの研究（例えば Little and Rubin［2002］参照。彼らはその他の分類や
統計分析技法の解説も行っている。新しいところでは他に Ton, Jeroen and Sander［2010］など
の研究もある。）を参考に分類すると，非公開は大きく分けて３つの要因で起こる。
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